
頁 該当箇所 誤 正

22 表Ⅰ− 1　左列の 2 行目  内皮細胞（endothelial cell 内皮細胞（endothelial cell）

30 図Ⅰ− 43 の a 図の下側 毛幹 毛

31 図Ⅰ− 45　図中に文字を追加

33 図Ⅰ− 47 の図の説明文 毛幹には核が残存し， 毛（毛球）には核が残存し，

33 図Ⅰ− 48 の図の説明文 毛幹には核が残存している． 毛（毛球）には核が残存している．

35 図Ⅰ− 51 の右図の右側の文字 毛幹 毛（毛球）

41 図Ⅰ− 65 の図の説明文 峡部下部の毛包から 峡部上部の毛包から

42 図Ⅰ− 66 の c 図の右側の文字 アポクリン腺 アポクリン管

71 図Ⅱ− 23 の図のタイトル 表皮剝離性角質増殖症 表皮融解性角質増殖症

73 左段上から 14 行目 不規則不整で， 不規則・不整で，

107 図Ⅱ− 96 の図の説明 c ……沈着している． ……沈着している（hyaline fat necrosis）．

『皮膚病理のすべてⅠ　基礎知識とパターン分類』
（第1刷）

正 誤 表

2021 年 4月 9日

本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．訂正してお詫びいたします．

2　皮膚の正常構造

皮
膚
の
構
造
と
機
能

Ⅰ

31

定毛（indeterminate hair）と呼ぶ場合もある．
また，胎生期に作られる軟毛を毳毛（産毛）と
呼んでいる．一般に，毛の色はメラニン色素の
量によるが，黒褐色のユーメラニンではなく，
赤黄色のフェオメラニンを持つ人は赤毛とな
る．毛の形は，白人やアジア系では円形から卵
円形で毛包中央部に存在するが，アフリカ系の
人間では楕円形から腎臓形で，これは壁の厚さ
の異なる毛包内で偏在したり，その毛包の形態

によって生じるとされている．解剖学的に，毛
は表皮より外に存在する毛幹（hair shaft）と
皮 膚 内 に あ る 毛 根（hair root） お よ び 毛 球

（hair bulb）からなる（図Ⅰ-45）．毛根部は，
毛包で包まれた部分のうち，表皮開口部から後
述する角質形成帯（keratogenous zone）に至
るまでの部分をいい，それ以下が毛球部の毛
で，下部先端には毛を作る毛母基が存在してい
る．

毛包部位の名称図Ⅰ-45

上部
（恒常部）

毛根

下部
（可変部）

漏斗部

毛幹

峡部

幹部

球部
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138 右段上から 10 行目 （図Ⅲ− 35 参照） （図Ⅲ− 35，Ⅸ− 9 参照）

140 図Ⅲ− 19 の図のタイトル 表皮内腫疱 表皮内膿疱

190 図Ⅴ− 8 の左から 3 つ目の図の
下

(excisional)  (incisional)

229 表Ⅶ− 7 の下から 15 行目  CD79 α CD79 a

249 タイトル下の文章の上から 6
行目

することできない することができない

250 左段の囲みの中の⑥ バリエーションと経緯的変化 バリエーションと経時的変化

266 右段上から 3 行目 顕微鏡検索にた 顕微鏡検索した

267 右段上から 2 行目 効率が得られるか， 効果が得られるか，

274 左段下から 2 行目 診断の制度管理 診断の精度管理

288 右段下から 2 行目  囊胞状変化 膿疱状変化

289 右段下から 2 行目 「7．腫瘍性皮膚疾患におけるパターン分類表」 「5．腫瘍性皮膚疾患のパターン分類の構成」（345 頁）

290 下から 7 行目 リストを左に  リストを右に

293 上から 7 行目 変化はあり持続しないもの 変化はあまり持続しないもの

298 下から 8 行目 striatu striatus

299 下から 17 行目 AID-associated AIDS-associated

310 下から 10 行目 infiltratation infiltration

313 上から 8 行目 conglobate conglobata

313 上から 8 ～ 11 行目

Acne conglobate 以 下 を 2

文字分下げる　

Follicular occlusion tetrads

Acne conglobate

Acne keloidalis

Dissecting cellulitis

Hidradenitis suppurativa

Follicular occlusion tetrads

　Acne conglobate

　Acne keloidalis

　Dissecting cellulitis

　Hidradenitis suppurativa

351 図Ⅹ− 24 の上段の右端の図

の下

Verocay bosy Verocay body
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357 表Ⅹ− 8　A-2-(6) 広基性で 光輝性で

357 表Ⅹ− 8　A-3 内手根鞘， 内毛根鞘，

357 表Ⅹ− 8　A-4-(6) 孤細胞壊死 個細胞壊死

357 表Ⅹ− 8　A-5-(1) ……核が残存する ……核の形だけが残存する

357 表Ⅹ− 8　A-5-(2) 黄色からオレンジ色でしばしば屈折性，光輝性を示す角化細胞 橙黄色角化細胞（黄色からオレンジ色でしばしば屈折性，光輝性を示

す角化細胞）

357 表Ⅹ− 8　A-7-(1) 不規則不整 不規則・不整

358 表Ⅹ− 8　A-10-(2) 淡円柱状 短円柱状

363 下から 17 行目 Bohst Borst

374 上から 7 行目 tubercles） tubercles

385 b. の 2 行目 Milium （削除）

388 下から 1 行目 索状（fascicular） 束状（fascicular）

432 図Ⅹ付録① -B-11 の図の説

明の b
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